
再評価調書 

事 業 名 府道大阪和泉泉南線（大阪和泉泉南線バイパス） 

所 在 地 大阪府泉南郡熊取町青葉台２丁目～大久保 

再評価理由 事業採択後 10 年を経過した時点で継続中 

目    的 本事業は国道１７０号の熊取町域から国道２６号にかけての慢性的な交

通渋滞を解消するため、当該区間の交通を分散させる南北方向のネットワ

ークとして、国道４８１号から府道泉佐野打田線の区間をバイパスとして

整備するものである。また、本事業は緊急時の避難路及び物資輸送路を確

保するため「原子力発電施設等立地地域の振興に関する特別措置法」に基

づく原子力発電施設等立地地域振興計画に位置付けられた事業である。 

内    容 延 長 Ｌ＝０．９ｋｍ 

幅 員 Ｗ＝２２．０ｍ（道路規格 ４種１級） 

車線数 ４車線 （３．２５ｍ×４） 

歩 道 両側（３．０ｍ） 

全体事業費：約５０億円（約５０億円）   うち投資済事業費：約 31 億円 

（内訳）用地費約２７億円（約２７億円）    （内訳）用地費約 21 億円 

     工事費約２３億円（約２３億円）         工事費約 10 億円 

（   ）内の数値は計画時点のもの 

事 業 費 

【計画時点の事業費との変動理由】変動なし 

維持管理費 3.69 百万円/年（4.1 百万円/ｋｍ） 

上 位 計 画 大阪府都市基盤整備中期計画（案） 

大阪府交通道路マスタープラン 

原子力発電施設等立地地域の振興に関する特別措置法 

事

業

概

要 

関 連 事 業 なし 

 

計画時の想定 現時点での状況 分析 

【完成予定の変更理由】 

経    過 

事業採択年度：H9 

事業着手年度：H9 

完成予定年度：H27 

事業採択年度:H9 

事業着手年度:H9 

完成予定年度:H27 

変更なし 

進 捗 状 況  

 

（平成 17 年度末） 

用地: 78％ 

工事: 43％ 

 

途 中 段 階 の 

整 備 効 果 

発 現 状 況 

平成 15 年度末に、泉佐野市・熊取町界から町道芦谷線までの現道拡幅区間

（L=550m）について、車が離合できるよう暫定２車線で整備済。（歩道は未

整備） 

事
業
の
進
捗
状
況 

事 業 進 捗 に 

関 す る 課 題 

特になし 

 

計画時の想定 現時点での状況 分析 

主要地方道大阪和泉泉南

線は、大阪市内と泉州地域

を結び関西国際空港への

アクセス道路となってい

る。しかし、当該地域にお

いては慢性的な交通渋滞

が発生し、幹線道路として

の機能上及び地域の生活

道路としての機能上も大

きな支障となっているた

め、本路線を４車線バイパ

スとして整備するもので

ある。 

 

計画時と同様に、当該地域

の道路状況の改善を図る

ため、整備を行うととも

に、平成１６年度より、本

路線の内バイパス区間を

原子力特措法に基づき、災

害発生時における緊急避

難路、物資輸送路となる基

幹的な道路としての位置

付けで整備している。 

 

事
業
目
的
に
関
す
る
諸
状
況 

《現道》 

○国道１７０号 

24 時間交通量： 19948 台

混雑度      ：  1.54 

 

《周辺道路》 

○国道２６号 

24 時間交通量： 52440 台

混雑度    :   1.27 

（平成６年センサス） 

 

《現道》 

○国道１７０号 

24 時間交通量： 21970 台 

混雑度      ：  1.59 

 

《周辺道路》 

○国道２６号 

24 時間交通量： 53743 台 

混雑度    :   1.27 

（平成１１年センサス） 

 

24 時間交通量及び混雑度

は増加している。 
事
業
を
巡
る
社
会
情
勢
の
変
化 

地
元
等
の
協
力
体
制 

バイパスが整備されるこ

とにより、渋滞が緩和され

交通状況が改善されるこ

とから、協力的であり早期

実現を要望している。 

バイパスが整備されるこ

とにより、渋滞が緩和され

交通状況が改善されるこ

とから、協力的であり早期

実現を要望している。 

熊取町議会により国土交

通省へ陳情（平成１８年２

月１５日） 

 



 

 

 計画時の想定 
備  考 

現時点での状況（変更点） 分析 

費用便益分析 

＊計画時点では費用便益の分析手法が確立されておら

ず算出していない。 

 

・具体的な便益内容 

 走行時間の効果 

  （走行時間の短縮） 

 走行経費の効果 

  （時間短縮による走行経

費の削減） 

交通事故の減少 

・受益者：道路利用者 

・Ｂ／Ｃ＝３．５４ 

便益総額 

  Ｂ＝１９２．３４億円 

総費用 

  Ｃ＝５４．２８億円 
 

※費用便益分析マニュアル（平成１５年８月：国土

交通省道路局、都市・地域整備局）により算出 

 

事
業
効
果
の
定
量
的
分
析 

その他の指標

（代替指標） 

・ 混雑度 
交通量 

   

安全・安心 

・ 現道の交通混雑解消による安心、安全性の向上 
 

・ 受益者 

地域住民、道路利用者 

・ 現道の交通混雑解消による安心、安全性の向上 
・ 災害発生時の緊急輸送路、避難路の確保（原発特措法
に基づく位置付け） 
 

 

 

 

活力 

・ 地域間交流連携の強化 
地域開発の促進、物流の効率化の増大 

・ 受益者 

地域住民、道路利用者 

・変更点特になし 
 

 

快適性 

・  交通混雑解消による、道路利用者の大幅な運転
効率の向上 

 

・ 受益者 
道路利用者、地域住民 

 

・変更点特になし 
 

 

事
業
効
果
の
定
性
的
分
析 

その他 

    

自然環境等への 

影響と対策 

市街化区域を通る路線であるため、ヒートアイランド現象への対策として歩道を透水性
舗装にしている 

  

その他特記すべき

事項 

早期に事業効果を発揮するため、平成１５年度末に、泉佐野市・熊取町界から町道芦谷線までの５５０ｍの区間において、既に現道の狭隘部分を拡幅し、車輌が離合出来るよう暫定的に整備済。（歩道は未整

備） 

また、町道芦谷線から府道泉佐野打田線までの３５０ｍの区間においては平成２２年度末暫定２車線で供用予定。 

 


